
(57)【要約】

【課題】従来例に比べて低周波信号の減衰を抑えるとと

もに高周波信号に対するインピーダンス低下を補償する

。

【解決手段】分岐器３は、第１の接続端子１０と第２の

接続端子１１との間に挿入され、低周波信号の周波数帯

における減衰量を高周波信号の周波数帯における減衰量

よりも相対的に少なくし且つ高周波信号の周波数帯にお

けるインピーダンスを低周波信号の周波数帯におけるイ

ンピーダンスよりも相対的に高くするフィルタ部１２を

備える。而して、フィルタ部１２においては、低周波信

号（例えば、数百ｋＨｚ）に対する減衰量（インピーダ

ンス）が相対的に小さくなり、高周波信号（例えば、数

ＭＨｚから数十ＭＨｚ）に対するインピーダンスが相対

的に高くなるので、従来例に比べて低周波信号の減衰を

抑えるとともに高周波信号に対するインピーダンス低下

が補償できる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 バ ス 型 の 配 線 形 態 に よ っ て 複 数 の 端 末 器 が 伝 送 路 を 介 し て 接 続 さ れ 、 こ れ ら 複 数 の 端 末
器 間 で 相 対 的 に 低 い 周 波 数 帯 を 利 用 し た 低 周 波 信 号 と 相 対 的 に 高 い 周 波 数 帯 を 利 用 し た 高
周 波 信 号 を 周 波 数 分 割 多 重 化 し て 伝 送 す る 伝 送 シ ス テ ム に 用 い ら れ 、 主 と な る 伝 送 路 か ら
別 の 伝 送 路 を 分 岐 す る 分 岐 器 で あ っ て 、
　 主 と な る 伝 送 路 に 接 続 さ れ る 第 １ の 接 続 端 子 と 、 分 岐 用 の 別 の 伝 送 路 が 接 続 さ れ る 第 ２
の 接 続 端 子 と 、 第 １ の 接 続 端 子 と 第 ２ の 接 続 端 子 と の 間 に 挿 入 さ れ 、 低 周 波 信 号 の 周 波 数
帯 に お け る 減 衰 量 を 高 周 波 信 号 の 周 波 数 帯 に お け る 減 衰 量 よ り も 相 対 的 に 少 な く し 且 つ 高
周 波 信 号 の 周 波 数 帯 に お け る イ ン ピ ー ダ ン ス を 低 周 波 信 号 の 周 波 数 帯 に お け る イ ン ピ ー ダ
ン ス よ り も 相 対 的 に 高 く す る フ ィ ル タ 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 伝 送 シ ス テ ム の 分 岐
器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 フ ィ ル タ 手 段 は 、 高 周 波 信 号 の 周 波 数 帯 に お け る 前 記 イ ン ピ ー ダ ン ス を 可 変 と し て な る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 伝 送 シ ス テ ム の 分 岐 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 複 数 の 端 末 器 と 、 請 求 項 ２ 記 載 の 複 数 の 分 岐 器 と 、 伝 送 路 を 介 し て 各 分 岐 器 と 接 続 さ れ
る 親 機 と を 有 す る 伝 送 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 第 １ 及 び 第 ２ の 接 続 端 子 に 伝 送 路 が 接 続 さ れ た と き に 認 識 信 号 を 伝 送 路 に 送 出 す る 認 識
信 号 送 出 手 段 が 各 分 岐 器 に 設 け ら れ る と と も に 、 伝 送 路 を 介 し て 各 分 岐 器 よ り 送 出 さ れ た
認 識 信 号 に 基 づ い て 伝 送 路 に 接 続 さ れ て い る 分 岐 器 の 台 数 を カ ウ ン ト す る カ ウ ン ト 手 段 と
、 カ ウ ン ト 手 段 の カ ウ ン ト 値 を 伝 送 路 を 介 し て 全 て の 分 岐 器 に 通 知 す る 通 知 手 段 と が 親 機
に 設 け ら れ 、 親 機 か ら 通 知 さ れ る カ ウ ン ト 値 に 応 じ て フ ィ ル タ 手 段 を 制 御 す る こ と に よ り
前 記 イ ン ピ ー ダ ン ス を 調 整 す る 制 御 手 段 が 各 分 岐 器 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 伝 送 シ
ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 バ ス 型 の 配 線 形 態 に よ っ て 複 数 の 端 末 器 が 伝 送 路 を 介 し て 接 続 さ れ 、 こ れ ら
複 数 の 端 末 器 間 で 相 対 的 に 低 い 周 波 数 帯 を 利 用 し た 低 周 波 信 号 と 相 対 的 に 高 い 周 波 数 帯 を
利 用 し た 高 周 波 信 号 を 周 波 数 分 割 多 重 化 し て 伝 送 す る 伝 送 シ ス テ ム に 用 い ら れ 、 主 と な る
伝 送 路 か ら 別 の 伝 送 路 を 分 岐 す る 分 岐 器 、 並 び に か か る 分 岐 器 を 有 す る 伝 送 シ ス テ ム に 関
す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 伝 送 シ ス テ ム と し て 、 特 許 文 献 １ ～ ４ に 記 載 さ れ て い る よ う な 集 合 住 宅 用 の イ ン
タ ー ホ ン シ ス テ ム が あ る 。 か か る イ ン タ ー ホ ン シ ス テ ム で は 、 集 合 住 宅 の 共 用 玄 関 （ ロ ビ
ー ） に 設 置 さ れ る ロ ビ ー イ ン タ ー ホ ン と 、 集 合 住 宅 の 各 住 戸 に 設 置 さ れ る 複 数 の 住 戸 機 と
、 ロ ビ ー イ ン タ ー ホ ン に 接 続 さ れ る 幹 線 と 、 幹 線 を 分 岐 し て 各 住 戸 機 を 接 続 す る 複 数 の 分
岐 器 と を 備 え 、 ロ ビ ー イ ン タ ー ホ ン と 各 住 戸 機 と の 間 で 幹 線 （ 伝 送 路 ） を 介 し て 音 声 信 号
と 映 像 信 号 を 伝 送 す る こ と に よ り 、 住 戸 機 を 使 用 す る 在 宅 者 が ロ ビ ー イ ン タ ー ホ ン を 使 用
す る 来 訪 者 を 撮 像 し た 映 像 を 見 な が ら 来 訪 者 と 通 話 す る こ と が で き る 。 但 し 、 ロ ビ ー イ ン
タ ー ホ ン か ら 住 戸 機 に 伝 送 さ れ る 映 像 信 号 と 、 ロ ビ ー イ ン タ ー ホ ン と 住 戸 機 と の 間 で 双 方
向 に 伝 送 さ れ る 音 声 信 号 と は 、 周 波 数 分 割 多 重 化 し て 同 一 の 伝 送 路 に よ り 伝 送 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 上 述 の よ う な イ ン タ ー ホ ン シ ス テ ム （ 伝 送 シ ス テ ム ） に お い て は 、 伝 送 路 （ 幹
線 及 び 分 岐 器 で 分 岐 さ れ た 分 岐 線 ） と 端 末 器 （ ロ ビ ー イ ン タ ー ホ ン 並 び に 住 戸 機 ） と の 間
で イ ン ピ ー ダ ン ス を 整 合 さ せ て 信 号 の 減 衰 を 抑 え る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 分 岐 器 に は 幹
線 に 対 し て 分 岐 線 を 高 イ ン ピ ー ダ ン ス と す る 抵 抗 が 設 け ら れ て い る 。 つ ま り 、 分 岐 器 を 介
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し て 伝 送 路 に 接 続 さ れ る 端 末 器 の イ ン ピ ー ダ ン ス に よ っ て 伝 送 路 の イ ン ピ ー ダ ン ス が 低 下
し 、 端 末 器 と 伝 送 路 と の イ ン ピ ー ダ ン ス が 整 合 し な く な っ て 信 号 が 減 衰 し て し ま う の で 、
端 末 器 を 接 続 す る こ と に よ る イ ン ピ ー ダ ン ス の 低 下 を 補 償 す る た め に 分 岐 器 で は 抵 抗 を 介
し て 伝 送 路 を 分 岐 し て い る の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ８ ６ ８ ３ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ８ ６ ８ ３ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ８ ６ ８ ３ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ８ ６ ８ ３ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 分 岐 に 伴 う イ ン ピ ー ダ ン ス 低 下 の 程 度 は 信 号 の 周 波 数 帯 に よ っ て 異 な り 、 相
対 的 に 低 い 周 波 数 帯 を 利 用 し た 低 周 波 信 号 に 比 べ て 、 相 対 的 に 高 い 周 波 数 帯 を 利 用 し た 高
周 波 信 号 の 方 が イ ン ピ ー ダ ン ス 低 下 の 程 度 、 つ ま り 信 号 の 減 衰 量 が 大 き く な る 。 さ ら に 、
高 い 周 波 数 に な る と イ ン ピ ー ダ ン ス の 不 整 合 に よ っ て 発 生 し た 反 射 に よ る 共 振 の 影 響 が 顕
著 に な り 、 共 振 周 波 数 で の 電 力 損 失 （ 減 衰 ） が 著 し く 大 き く な る 。 こ れ に 対 し て 低 い 周 波
数 で は 上 述 の よ う な 共 振 が 発 生 し な い た め 電 力 損 失 （ 減 衰 ） は 小 さ い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 シ ス テ ム の 分 岐 器 で は 固 定 抵 抗 を 介 し て 伝 送 路 を 分 岐 し て い る た め
、 低 周 波 信 号 に 対 す る イ ン ピ ー ダ ン ス の 低 下 と 高 周 波 信 号 に 対 す る イ ン ピ ー ダ ン ス の 低 下
が 同 程 度 に 補 償 さ れ 、 低 周 波 信 号 が 必 要 以 上 に 減 衰 し て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て 為 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 従 来 例 に 比 べ て 低 周 波 信
号 の 減 衰 を 抑 え る と と も に 高 周 波 信 号 に 対 す る イ ン ピ ー ダ ン ス 低 下 が 補 償 で き る 伝 送 シ ス
テ ム の 分 岐 器 並 び に 伝 送 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 バ ス 型 の 配 線 形 態 に よ っ て 複 数 の 端 末
器 が 伝 送 路 を 介 し て 接 続 さ れ 、 こ れ ら 複 数 の 端 末 器 間 で 相 対 的 に 低 い 周 波 数 帯 を 利 用 し た
低 周 波 信 号 と 相 対 的 に 高 い 周 波 数 帯 を 利 用 し た 高 周 波 信 号 を 周 波 数 分 割 多 重 化 し て 伝 送 す
る 伝 送 シ ス テ ム に 用 い ら れ 、 主 と な る 伝 送 路 か ら 別 の 伝 送 路 を 分 岐 す る 分 岐 器 で あ っ て 、
主 と な る 伝 送 路 に 接 続 さ れ る 第 １ の 接 続 端 子 と 、 分 岐 用 の 別 の 伝 送 路 が 接 続 さ れ る 第 ２ の
接 続 端 子 と 、 第 １ の 接 続 端 子 と 第 ２ の 接 続 端 子 と の 間 に 挿 入 さ れ 、 低 周 波 信 号 の 周 波 数 帯
に お け る 減 衰 量 を 高 周 波 信 号 の 周 波 数 帯 に お け る 減 衰 量 よ り も 相 対 的 に 少 な く し 且 つ 高 周
波 信 号 の 周 波 数 帯 に お け る イ ン ピ ー ダ ン ス を 低 周 波 信 号 の 周 波 数 帯 に お け る イ ン ピ ー ダ ン
ス よ り も 相 対 的 に 高 く す る フ ィ ル タ 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 フ ィ ル タ 手 段 は 、 高 周 波 信 号 の 周 波 数 帯
に お け る 前 記 イ ン ピ ー ダ ン ス を 可 変 と し て な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 複 数 の 端 末 器 と 、 請 求 項 ２ 記 載 の 複 数 の 分 岐 器 と 、 伝 送 路 を 介 し て
各 分 岐 器 と 接 続 さ れ る 親 機 と を 有 す る 伝 送 シ ス テ ム で あ っ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 接 続 端 子 に
伝 送 路 が 接 続 さ れ た と き に 認 識 信 号 を 伝 送 路 に 送 出 す る 認 識 信 号 送 出 手 段 が 各 分 岐 器 に 設
け ら れ る と と も に 、 伝 送 路 を 介 し て 各 分 岐 器 よ り 送 出 さ れ た 認 識 信 号 に 基 づ い て 伝 送 路 に
接 続 さ れ て い る 分 岐 器 の 台 数 を カ ウ ン ト す る カ ウ ン ト 手 段 と 、 カ ウ ン ト 手 段 の カ ウ ン ト 値
を 伝 送 路 を 介 し て 全 て の 分 岐 器 に 通 知 す る 通 知 手 段 と が 親 機 に 設 け ら れ 、 親 機 か ら 通 知 さ
れ る カ ウ ン ト 値 に 応 じ て フ ィ ル タ 手 段 を 制 御 す る こ と に よ り 前 記 イ ン ピ ー ダ ン ス を 調 整 す
る 制 御 手 段 が 各 分 岐 器 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 低 周 波 信 号 の 周 波 数 帯 に お け る 減 衰 量 を 高 周 波 信 号 の 周 波 数
帯 に お け る 減 衰 量 よ り も 相 対 的 に 少 な く し 且 つ 高 周 波 信 号 の 周 波 数 帯 に お け る イ ン ピ ー ダ
ン ス を 低 周 波 信 号 の 周 波 数 帯 に お け る イ ン ピ ー ダ ン ス よ り も 相 対 的 に 高 く す る フ ィ ル タ 手
段 を 備 え て い る の で 、 従 来 例 に 比 べ て 低 周 波 信 号 の 減 衰 を 抑 え る と と も に 高 周 波 信 号 に 対
す る イ ン ピ ー ダ ン ス 低 下 が 補 償 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 フ ィ ル タ 手 段 は 高 周 波 信 号 の 周 波 数 帯 に お け る 前 記 イ ン ピ ー
ダ ン ス を 可 変 と し て い る の で 、 シ ス テ ム 全 体 の 分 岐 数 に 応 じ て 最 適 な イ ン ピ ー ダ ン ス 値 を
選 択 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 従 来 例 に 比 べ て イ ン ピ ー ダ ン ス の 低 下 が 補 償 で き る 範 囲
を 拡 大 し て 分 岐 数 の 増 減 が 容 易 に 行 え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 シ ス テ ム 全 体 の 分 岐 数 （ 分 機 器 の 台 数 ） を 親 機 で カ ウ ン ト し
た カ ウ ン ト 値 が 各 分 岐 器 に 通 知 さ れ 、 各 分 岐 器 に お い て 制 御 手 段 が フ ィ ル タ 手 段 を 制 御 し
て 線 路 （ 分 岐 線 ） の イ ン ピ ー ダ ン ス を 最 適 な 値 に 設 定 す る こ と が で き る か ら 、 各 分 岐 器 の
イ ン ピ ー ダ ン ス の 最 適 化 が 自 動 的 且 つ 迅 速 に 行 え る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ 実 施 形 態 １ ）
　 本 実 施 形 態 の 伝 送 シ ス テ ム は 、 図 １ に 示 す よ う に バ ス 型 の 配 線 形 態 に よ っ て 複 数 の 端 末
器 １ が 伝 送 路 （ ２ 線 式 の 信 号 線 ） ２ を 介 し て 接 続 さ れ 、 こ れ ら 複 数 の 端 末 器 １ 間 で 相 対 的
に 低 い 周 波 数 帯 を 利 用 し た 低 周 波 信 号 と 相 対 的 に 高 い 周 波 数 帯 を 利 用 し た 高 周 波 信 号 を 周
波 数 分 割 多 重 化 し て 伝 送 す る 伝 送 シ ス テ ム で あ っ て 、 主 と な る 信 号 線 （ 以 下 、 幹 線 と 呼 ぶ
。 ） ２ の 適 所 に 複 数 の 分 岐 器 ３ が 挿 入 さ れ 、 分 岐 器 ３ で 分 岐 さ れ た 信 号 線 （ 以 下 、 分 岐 線
と 呼 ぶ 。 ） ２ ’ に 端 末 器 １ が 接 続 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 各 端 末 器 １ に お い て は 、
例 え ば 、 Ａ Ｓ Ｋ （ 振 幅 偏 移 キ ー イ ン グ ） や Ｆ Ｓ Ｋ （ 周 波 数 偏 移 キ ー イ ン グ ） あ る い は Ｐ Ｓ
Ｋ （ 位 相 偏 移 キ ー イ ン グ ） な ど の 方 式 で デ ィ ジ タ ル 信 号 を 変 復 調 す る 機 能 を 有 し 、 伝 送 速
度 が 相 対 的 に 遅 く て も 支 障 の な い デ ー タ を 伝 送 す る 場 合 に は 相 対 的 に 低 い 周 波 数 帯 （ 例 え
ば 、 数 百 ｋ Ｈ ｚ ） を 利 用 す る と と も に 、 伝 送 速 度 が 相 対 的 に 速 い 必 要 の あ る デ ー タ を 伝 送
す る 場 合 に は 相 対 的 に 高 い 周 波 数 帯 （ 例 え ば 、 数 Ｍ Ｈ ｚ か ら 数 十 Ｍ Ｈ ｚ ） を 利 用 し て お り
、 こ の よ う な 低 周 波 信 号 と 高 周 波 信 号 を 周 波 数 分 割 多 重 化 し て 伝 送 す る も の で あ る 。 但 し
、 こ の よ う な 機 能 を 有 す る 端 末 器 １ は 従 来 周 知 の 技 術 を 用 い て 実 現 可 能 で あ る か ら 、 詳 細
な 構 成 並 び に 動 作 の 説 明 並 び に 図 示 は 省 略 す る 。 ま た 、 信 号 線 （ 幹 線 ２ 並 び に 分 岐 線 ２ '
） は 平 衡 線 路 か ら な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 方 、 分 岐 器 ３ は 、 幹 線 ２ に 接 続 さ れ る 各 一 対 の 第 １ の 接 続 端 子 １ ０ と 、 分 岐 線 ２ ’ が
接 続 さ れ る 一 対 の 第 ２ の 接 続 端 子 １ １ と 、 第 １ の 接 続 端 子 １ ０ と 第 ２ の 接 続 端 子 １ １ と の
間 に 挿 入 さ れ 、 低 周 波 信 号 の 周 波 数 帯 に お け る 減 衰 量 を 高 周 波 信 号 の 周 波 数 帯 に お け る 減
衰 量 よ り も 相 対 的 に 少 な く し 且 つ 高 周 波 信 号 の 周 波 数 帯 に お け る イ ン ピ ー ダ ン ス を 低 周 波
信 号 の 周 波 数 帯 に お け る イ ン ピ ー ダ ン ス よ り も 相 対 的 に 高 く す る フ ィ ル タ 部 １ ２ と を 備 え
て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 フ ィ ル タ 部 １ ２ は 、 図 ２ に 示 す よ う に ４ 次 の 連 立 チ ェ ビ シ ェ フ 型 低 域 通 過 フ ィ ル タ か ら
な り 、 具 体 的 に は 、 第 １ の 接 続 端 子 １ ０ ， １ ０ と 第 ２ の 接 続 端 子 １ １ ， １ １ と を そ れ ぞ れ
繋 ぐ 線 路 （ 幹 線 ２ ） に 、 イ ン ダ ク タ Ｌ １ と コ ン デ ン サ Ｃ １ の 並 列 回 路 と イ ン ダ ク タ Ｌ ２ と
コ ン デ ン サ Ｃ ３ の 並 列 回 路 が 互 い に 直 列 に 接 続 し て 挿 入 さ れ 、 こ れ ら ２ つ の 並 列 回 路 の 接
続 点 同 士 が コ ン デ ン サ Ｃ ２ を 介 し て 接 続 さ れ る と と も に 、 イ ン ダ ク タ Ｌ ２ と コ ン デ ン サ Ｃ
３ の 並 列 回 路 と 第 ２ の 接 続 端 子 １ １ の 接 続 点 同 士 が コ ン デ ン サ Ｃ ４ を 介 し て 接 続 さ れ て 構
成 さ れ て い る 。 図 ３ は ４ 次 の 連 立 チ ェ ビ シ ェ フ 型 低 域 通 過 フ ィ ル タ か ら な る フ ィ ル タ 部 １
２ の 周 波 数 特 性 を 示 し て お り 、 お よ そ １ Ｍ Ｈ ｚ よ り も 低 い 周 波 数 帯 域 で は 相 対 的 に 減 衰 量
が 少 な く （ イ ン ピ ー ダ ン ス が 小 さ く ） な っ て お り 、 １ Ｍ Ｈ ｚ か ら ２ Ｍ Ｈ ｚ の 範 囲 で 急 激 に
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減 衰 量 が 増 大 （ イ ン ピ ー ダ ン ス が 増 加 ） し 、 さ ら に ２ Ｍ Ｈ ｚ よ り も 高 い 周 波 数 帯 域 で は 再
び 減 衰 量 が 減 少 （ イ ン ピ ー ダ ン ス が 減 少 ） し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 而 し て 、 フ ィ ル タ 部 １ ２ に お い て は 、 低 周 波 信 号 （ 例 え ば 、 数 百 ｋ Ｈ ｚ ） に 対 す る 減 衰
量 （ イ ン ピ ー ダ ン ス ） が 相 対 的 に 小 さ く な り 、 高 周 波 信 号 （ 例 え ば 、 数 Ｍ Ｈ ｚ か ら 数 十 Ｍ
Ｈ ｚ ） に 対 す る イ ン ピ ー ダ ン ス が 相 対 的 に 高 く な る の で 、 従 来 例 に 比 べ て 低 周 波 信 号 の 減
衰 を 抑 え る と と も に 高 周 波 信 号 に 対 す る イ ン ピ ー ダ ン ス 低 下 が 補 償 で き る も の で あ る 。 な
お 、 本 実 施 形 態 で は バ ス 型 の 配 線 形 態 を 有 す る 場 合 に つ い て 例 示 し た が 、 分 岐 器 ３ の 分 岐
線 ２ ’ に ハ ブ （ 集 線 装 置 ） を 介 し て 複 数 の 端 末 器 １ を 接 続 し て バ ス 型 と ス タ ー 型 を 組 み 合
わ せ た 配 線 形 態 に お い て も 同 様 の 効 果 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ 実 施 形 態 ２ ）
　 本 実 施 形 態 は 分 岐 器 ３ に お け る フ ィ ル タ 部 １ ２ の 構 成 に 特 徴 が あ り 、 そ の 他 の 構 成 に つ
い て は 実 施 形 態 １ と 共 通 で あ る 。 よ っ て 、 実 施 形 態 １ と 共 通 の 構 成 要 素 に は 同 一 の 符 号 を
付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 分 岐 器 ３ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 複 数 （ 図 示 例 で は ４ つ ） の フ ィ ル タ
回 路 １ ３ 1 ， １ ３ 2 ， １ ３ 3 ， １ ３ 4 と 、 第 １ の 接 続 端 子 １ ０ ， １ ０ 同 士 を 繋 ぐ 線 路 （ 幹 線 ２
） と フ ィ ル タ 回 路 １ ３ 1 ～ １ ３ 4 の 一 端 と を 択 一 的 に 切 り 替 え て 接 続 す る 切 替 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ
と 、 第 ２ の 接 続 端 子 １ １ と フ ィ ル タ 回 路 １ ３ 1 ～ １ ３ 4 の 他 端 と を 択 一 的 に 切 り 替 え て 接 続
す る 切 替 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ と で 構 成 さ れ る 。 但 し 、 フ ィ ル タ 部 １ ２ の 切 替 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ， Ｓ Ｗ
は 、 図 示 し な い 操 作 手 段 が 操 作 さ れ る こ と で 互 い に 連 動 し て 切 り 替 わ る 。 フ ィ ル タ 回 路 １
３ 1 ～ １ ３ 4 は 、 実 施 形 態 １ で 説 明 し た ４ 次 の 連 立 チ ェ ビ シ ェ フ 型 低 域 通 過 フ ィ ル タ か ら な
り 、 コ ン デ ン サ Ｃ ２ ， Ｃ ４ の 静 電 容 量 を 変 え る こ と で 互 い に 異 な る 周 波 数 特 性 に 設 定 さ れ
て い る （ 図 ５ 参 照 ） 。 す な わ ち 、 フ ィ ル タ 回 路 １ ３ 1 に お け る コ ン デ ン サ Ｃ ２ ， Ｃ ４ の 静
電 容 量 が 最 小 で あ っ て 高 周 波 数 帯 域 に お け る 減 衰 量 が 最 小 と な り （ 図 ５ の 実 線 イ 参 照 ） 、
フ ィ ル タ 回 路 １ ３ 4 に お け る コ ン デ ン サ Ｃ ２ ， Ｃ ４ の 静 電 容 量 が 最 大 で あ っ て 高 周 波 数 帯
域 に お け る 減 衰 量 も 最 大 と な り （ 図 ５ の 実 線 ニ 参 照 ） 、 フ ィ ル タ 回 路 １ ３ 2 ， １ ３ 3 に お け
る コ ン デ ン サ Ｃ ２ ， Ｃ ４ の 静 電 容 量 が そ れ ぞ れ ２ 番 目 、 ３ 番 目 で あ っ て 高 周 波 数 帯 域 に お
け る 減 衰 量 も ２ 番 目 、 ３ 番 目 と な る （ 図 ５ の 実 線 ロ 、 ハ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 而 し て 、 切 替 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ， Ｓ Ｗ を 切 り 替 え て フ ィ ル タ 回 路 １ ３ 1 ～ １ ３ 4 を 選 択 す る こ
と に よ り 、 フ ィ ル タ 部 １ ２ の 高 周 波 信 号 に 対 す る イ ン ピ ー ダ ン ス 値 を 幹 線 ２ に 挿 入 さ れ る
分 岐 器 ３ の 台 数 に 応 じ た 最 適 な 値 に 設 定 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 高 周 波 信 号 に 対 す
る イ ン ピ ー ダ ン ス 値 が 固 定 で あ っ た 実 施 形 態 １ に 比 べ て 、 分 岐 器 ３ を 挿 入 し た こ と に よ る
イ ン ピ ー ダ ン ス の 低 下 が 補 償 で き る 範 囲 を 拡 大 し 、 分 岐 数 の 増 減 が 容 易 に 行 え る と い う 利
点 が あ る 。 な お 、 複 数 の フ ィ ル タ 回 路 １ ３ 1 ～ １ ３ 4 を 択 一 的 に 切 り 替 え て 接 続 す る 代 わ り
に 、 コ ン デ ン サ Ｃ ２ ， Ｃ ４ と し て 静 電 容 量 の 値 が 可 変 で あ る 可 変 コ ン デ ン サ を 用 い て も 構
わ な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ 実 施 形 態 ３ ）
　 本 実 施 形 態 の 伝 送 シ ス テ ム は 、 図 ６ に 示 す よ う に 幹 線 ２ に 接 続 さ れ る 親 機 ４ を 備 え て い
る 。 但 し 、 本 実 施 形 態 の 基 本 構 成 は 実 施 形 態 ２ と 共 通 で あ る か ら 、 共 通 の 構 成 要 素 に は 同
一 の 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 親 機 ４ は 、 幹 線 ２ を 介 し て 分 岐 器 ３ と の 間 で 信 号 伝 送 を 行 う た め の 信 号 伝 送 部 ２ ０ と 、
マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ を 主 構 成 要 素 と す る 制 御 部 ２ １ と 、 不 揮 発 性 の メ モ リ か ら な る メ モ
リ 部 ２ ２ と を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 方 、 分 岐 器 ３ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 接 続 端 子 １ ０ ， １ １ と フ ィ ル タ 部 １ ２ に 加 え て 、 幹
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線 ２ を 介 し て 親 機 ４ と の 間 で 信 号 伝 送 を 行 う た め の 信 号 伝 送 部 １ ４ と 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ
ー タ を 主 構 成 要 素 と す る 制 御 部 １ ５ と を 具 備 し て い る 。 制 御 部 １ ５ で は 、 第 １ の 接 続 端 子
１ ０ に 幹 線 ２ が 接 続 さ れ た 状 態 で 最 初 に 起 動 し た と き に 自 己 に 割 り 当 て ら れ て い る 識 別 符
号 を 含 む 信 号 （ 識 別 信 号 ） を 信 号 伝 送 部 １ ４ よ り 幹 線 ２ を 介 し て 親 機 ４ に 伝 送 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 親 機 ４ で は 、 分 岐 器 ３ か ら 伝 送 さ れ て く る 識 別 信 号 を 信 号 伝 送 部 ２ ０ で 受 け 取 っ て 制 御
部 ２ １ に 送 り 、 制 御 部 ２ １ が 識 別 信 号 に 含 ま れ る 識 別 符 号 に 基 づ い て 幹 線 ２ に 挿 入 さ れ て
い る 分 岐 器 ３ の 台 数 を カ ウ ン ト し 、 そ の カ ウ ン ト 値 を メ モ リ 部 ２ ２ に 保 存 す る 。 さ ら に 制
御 部 ２ １ で は 、 メ モ リ 部 ２ ２ に 保 存 し て い る 最 新 の カ ウ ン ト 値 を 含 む 信 号 （ 通 知 信 号 ） を
信 号 伝 送 部 ２ ０ よ り 幹 線 ２ を 介 し て 全 て の 分 岐 器 ３ に 伝 送 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 各 分 岐 器 ３ に お い て は 、 親 機 ４ か ら 伝 送 さ れ て く る 通 知 信 号 を 信 号 伝 送 部 １ ４ で 受 け 取
っ て 制 御 部 １ ５ に 送 る 。 制 御 部 １ ５ で は 、 通 知 信 号 に 含 ま れ る カ ウ ン ト 値 に 基 づ い て 分 岐
器 ３ の 台 数 に 適 し た 高 周 波 信 号 に 対 す る イ ン ピ ー ダ ン ス 値 を 判 断 し 、 切 替 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ，
Ｓ Ｗ を 制 御 し て 当 該 イ ン ピ ー ダ ン ス 値 に 最 も 近 い 値 を 有 す る フ ィ ル タ 回 路 １ ３ 1 ～ １ ３ 4 に
切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 而 し て 、 実 施 形 態 ２ で は 切 替 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ， Ｓ Ｗ を 手 動 で 操 作 し て フ ィ ル タ 部 １ ２ の イ
ン ピ ー ダ ン ス 値 を 最 適 な 値 に 設 定 す る 必 要 が あ る が 、 本 実 施 形 態 で は 各 分 岐 器 ３ に お け る
フ ィ ル タ 部 １ ２ の イ ン ピ ー ダ ン ス 値 が 人 手 を 介 さ ず に 自 動 的 に 最 適 な 値 に 設 定 で き る と い
う 利 点 が あ る 。 な お 、 分 岐 器 ３ の 制 御 部 １ ５ が カ ウ ン ト 値 に 基 づ い て 分 岐 器 ３ の 台 数 に 適
し た イ ン ピ ー ダ ン ス 値 を 判 断 す る 方 法 と し て は 、 予 め 分 岐 器 ３ の 台 数 と 高 周 波 信 号 に 対 す
る 最 適 な イ ン ピ ー ダ ン ス 値 と の 関 係 を 決 め た デ ー タ テ ー ブ ル を 不 揮 発 性 の メ モ リ 等 に 保 存
し て お き 、 当 該 デ ー タ テ ー ブ ル を 参 照 す る こ と で 制 御 部 １ ５ が 最 適 な イ ン ピ ー ダ ン ス 値 を
判 断 す る と い っ た 方 法 を 採 用 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ こ で 、 図 ７ に 示 す よ う に ゲ ー ト 装 置 １ ０ ３ の 接 続 口 に 対 し て 機 能 モ ジ ュ ー ル １ ０ ８ の
コ ネ ク タ を 接 続 す る だ け で 機 能 モ ジ ュ ー ル １ ０ ８ の 電 力 路 と 、 情 報 路 と を 同 時 に 確 保 で き
、 し か も 機 能 モ ジ ュ ー ル １ ０ ８ を ど の ゲ ー ト 装 置 １ ０ ３ に も 接 続 で き る レ イ ア ウ ト フ リ ー
で 施 工 性 に 優 れ た 配 線 シ ス テ ム が あ る 。 か か る 配 線 シ ス テ ム は 、 建 物 内 の 適 所 に お い て 埋
め 込 み 配 設 し て い る １ 乃 至 複 数 の ス イ ッ チ ボ ッ ク ス １ ０ ２ を 設 け 、 各 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス １
０ ２ 間 に 壁 面 内 に 先 行 配 線 し た 電 力 線 １ １ ０ と 、 情 報 線 １ １ １ と を 送 り 配 線 す る と と も に
、 始 端 の ス イ ッ チ ボ ッ ク ス １ ０ ２ に 対 し て は 、 配 線 盤 １ ０ １ 内 に 引 き 込 ま れ た 主 幹 ブ レ ー
カ Ｍ Ｂ と 分 岐 ブ レ ー カ Ｂ Ｂ と を 介 し て 屋 内 に 引 き 込 ま れ た 電 力 線 １ １ ０ と 、 外 部 の イ ン タ
ー ネ ッ ト 網 Ｎ Ｔ に ゲ ー ト ウ ェ イ １ ２ ０ （ ル ー タ 、 ハ ブ 内 蔵 ） を 介 し て 接 続 さ れ て い る 情 報
線 １ １ １ と が 、 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の よ う な 配 線 シ ス テ ム に 本 発 明 に 係 る 分 岐 器
３ を 用 い て 情 報 線 １ １ １ （ す な わ ち 幹 線 ２ ） を 分 岐 配 線 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 場 合 、 本 発 明 に 係 る 分 岐 器 ３ に は 、 電 力 線 １ １ ０ か ら の 商 用 電 源 供 給 だ け で な く 情
報 線 １ １ １ か ら の 信 号 重 畳 式 電 源 が 供 給 さ れ る こ と が 考 え ら れ る 。 こ の よ う な 電 源 複 数 種
混 同 を 避 け る べ く 、 施 工 時 の 異 種 配 線 接 触 に よ る シ ョ ー ト に 備 え る よ う な 分 離 隔 壁 部 材 を
分 岐 器 ３ の 外 面 に 形 成 し て お い た う え で 、 電 力 線 １ １ ０ か ら の 商 用 電 源 供 給 が な さ れ る 仕
様 で は 、 情 報 線 １ １ １ に つ い て は 電 源 供 給 を 避 け て 信 号 伝 送 だ け 行 え ば よ い し 、 ま た 、 情
報 線 １ １ １ か ら の 信 号 重 畳 式 電 源 供 給 が な さ れ る 仕 様 で は 、 電 力 線 １ １ ０ か ら の 商 用 電 源
供 給 を 避 け る べ く 、 分 岐 器 ３ 内 に 電 力 線 １ １ ０ を 通 さ な い よ う 施 工 す る か 、 分 岐 器 ３ に 電
力 線 １ １ ０ を 接 続 せ ざ る を 得 な い 仕 様 で は 分 岐 器 ３ 内 で の 電 力 線 １ １ ０ と 情 報 線 １ １ １ と
の 間 を 絶 縁 す べ く 商 用 交 流 周 波 数 帯 に つ い て ハ イ イ ン ピ ー ダ ン ス と し て お け ば よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ を 示 し シ ス テ ム 構 成 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 同 上 に お け る フ ィ ル タ 部 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 上 に お け る フ ィ ル タ 部 の 周 波 数 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ を 示 し シ ス テ ム 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 上 に お け る フ ィ ル タ 回 路 の 周 波 数 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ３ を 示 し シ ス テ ム 構 成 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 上 を 用 い る 配 線 シ ス テ ム の シ ス テ ム 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ 　 端 末 器
　 ２ 　 幹 線 （ 伝 送 路 ）
　 ２ ’ 　 分 岐 線 （ 伝 送 路 ）
　 ３ 　 分 岐 器
　 １ ０ 　 第 １ の 接 続 端 子
　 １ １ 　 第 ２ の 接 続 端 子
　 １ ２ 　 フ ィ ル タ 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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